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令和 3（2021）年度ホッケ根室海峡・道東・日高・胆振の資源評価 

水産研究・教育機構 水産資源研究所 水産資源研究センター 

参画機関：北海道立総合研究機構 釧路水産試験場 

要       約 

本資源の資源状態について、1985～2020 年の漁獲量に基づき資源水準を評価した。また、

漁獲の大半を占める根室海峡における刺網の単位努力量当たり漁獲量を標準化したもの

（以下、「標準化 CPUE」という）を資源量指標値として、その直近 5年間（2016～2020 年）

の推移から資源動向を評価した。漁獲量（安全操業除く）は、1985～2010 年まで 3,000～

14,000 トンで変動しながら推移した後、減少傾向が続いていたが、2018 年以降は増加傾向

となり、2020 年は 2,640 トンであった。資源水準は、低位と判断された。資源量指標値の

推移から資源動向は増加と判断されるが、2000 年代初期と比較すると依然として低い値で

あることに注意が必要である。なお、根室海峡では 1998 年より「安全操業（正式名称：北

方四島周辺水域における日本漁船の操業枠組み協定）」で国後島沿岸における刺網による

漁獲も行われている。資源水準を判断する際および算定漁獲量算出の際は、安全操業によ

る漁獲量は計算から除外した。 

本海域に分布するホッケは、評価海域に隣接する海域にも分布する跨り資源のため情報

が限られており、資源全体の資源量や来遊状況の予測は困難である。そのため ABC の算

定は行わず、「令和 3（2021）年度 ABC 算定のための基本規則」2-1)に従い資源量指標値の

変化傾向から計算した漁獲量を 2022 年算定漁獲量として提示した。 

管理基準 
Target/ 

Limit 

2022 年 

算定漁獲量*1（トン） 

漁獲割合 

（%） 
F 値 

0.7・Cave3-yr・1.18 

Target 990 － － 

Limit 1,240 － － 

*1「安全操業」による漁獲を含まない（補足資料 3）。

Limit は、管理基準の下で許容される最大レベルの漁獲量である。Targetは、資源変動の可

能性やデータ誤差に起因する評価の不確実性を考慮し、管理基準の下でより安定的な資源

の回復が期待される漁獲量である。Target= αLimit とし、係数 α には標準値 0.8 を用いた。

2022 年算定漁獲量は、10 トン未満を四捨五入して表示した。Cave3-yr は、直近 3 年間（2018

～2020 年）の平均漁獲量（1,506 トン）である。

ホッケ根室海峡・道東・日高・胆振－1－



 

  FRA-SA2021-RC09-5 

 

年 
資源量 

（トン） 

親魚量 

（トン） 

漁獲量*1 

（トン） 
F 値 

漁獲割合 

（%） 

2016 － － 121    － － 

2017 － － 203    － － 

2018 － － 949    － － 

2019 － － 928    － － 

2020 － － 2,640    － － 

*1「安全操業」による漁獲を含まない（補足資料 3）。 

 

水準：低位  動向：増加 

 

本件資源評価に使用したデータセットは以下のとおり 

データセット 基礎情報、関係調査等 

漁獲量 主要港漁業種類別水揚げ量（北海道） 

北海道沖合底びき網漁業漁獲成績報告書（水産庁） 

太平洋北区沖合底びき網漁業漁獲成績報告書（水産庁） 

北方四島周辺水域における日本漁船の操業枠組み協定に

おける漁獲量（羅臼漁業協同組合） 

資源量指数 根室海峡（羅臼）における刺網の漁獲量および努力量（北海

道） 

漁獲努力量 北海道沖合底びき網漁業漁獲成績報告書（水産庁） 

根室海峡（羅臼）における定置網の漁獲量および努力量（北

海道） 

年齢別漁獲尾数 体長‐年齢測定調査（北海道） 

 

1．まえがき 

根室海峡・道東・日高・胆振海域に分布するホッケは、沿岸漁業の主要漁獲対象資源の

一つであり、襟裳以西、道東および北方四島において沖合底びき網漁業（以下、「沖底」と

いう）でも漁獲される。 

 

2．生態 

（1）分布・回遊 

漁獲対象魚は、胆振、日高、道東、根室海峡、北方四島周辺水域の水深 200 m 以浅に分

布している（図 1、ホッケ研究グループ 1983）。 

 

（2）年齢・成長 

当該海域の一つである根室海峡におけるホッケの平均的な成長は、以下の成長式によっ

て示される（八吹（1994）を改変）： 

   )}]714.1(320.0exp{1[436 +−−= tLt  
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5111.3 1084.0 −= LW  

ここで、L：標準体長（mm）、W：体重（g）、t：年齢である。3 歳以降雌雄で成長に差が見

られるが、ここでは雌雄分けないものを示した。この式を用いて満年齢における体長と体

重を求め、図 2 に示した（満 1 歳の体長は漁獲物標本の体長から推定）。年齢の起算日につ

いては、産卵の翌年の 1 月 1 日を便宜的に誕生日とし、その後毎年 1 月 1 日に加齢するこ

ととした。寿命は 10 歳を超える。成熟までの成長は比較的早いが、成熟後（3歳以降）の

成長は頭打ちとなり、年齢による体長の違いを検出することが困難となる。 

 

（3）成熟・産卵 

産卵場は日高、根室海峡の知床半島先端海域などが知られており、知床半島先端海域に

おける産卵期は 10 月中旬～11 月中旬である（釧路水産試験場 2021）。0 歳魚は表層に分布

するが、秋以降に浅海域に着底し、漁獲の対象となる。国後島沿岸の雌は満 2 歳で 30%程

度、満 3 歳で約 100%が成熟するとされる（八吹 1994）。 

 

（4）被捕食関係 

仔魚期にはカイアシ類を、未成魚期にはヨコエビ類を主な餌とする。岩礁周辺に定着し

始めると、魚類、魚卵、イカ類、エビ類、ヨコエビ類、オキアミ類等を捕食する（夏目 2003）。 

 

3．漁業の状況 

（1）漁業の概要 

当該資源は、襟裳以西（胆振・日高）、道東、根室海峡において刺網漁業（以下、「刺網」

という）、定置網漁業（以下「定置網」という）などの沿岸漁業で漁獲され、襟裳以西、道

東では沖底によっても漁獲されている。かつて、北方四島でも沖底によって漁獲されてい

た。総漁獲量（安全操業除く）のおよそ 7～9 割が沿岸漁業によるものであったが、36 年

間で初めて 2020 年に 6 割を下回った（表 1）。2020 年には、襟裳以西・道東の沖底の漁獲

の伸びが顕著である（前年比較：襟裳以西で約 180 倍、道東で約 40倍）。なお、沿岸漁業

において、襟裳以西および道東では刺網が、根室海峡では刺網および定置網が漁獲の主体

である。2020 年には、襟裳以西および道東で定置網の漁獲が刺網を上回った。海域別漁獲

量（安全操業除く）は根室海峡で最も多く、総漁獲量の 4～9 割を占める。各海域とも主漁

期は春の索餌期と秋の産卵期である。根室海峡では「安全操業」で国後島沿岸における刺

網による漁獲も行われている（補足資料 3）。 

 

（2）漁獲量の推移 

本資源を対象とする漁業は、沿岸漁業が主体であるため、来遊状況などにより海域別漁

獲量の変動傾向は異なると考えられる。総漁獲量（安全操業除く）は 1985～2010 年は 3,000

～14,000 トンで変動しながら推移したが、2011～2016 年にかけて減少し、2016 年は過去最

低の 121 トンとなった。その後は増加傾向となり、2020 年は 2014 年以降最も多い 2,640 ト

ンとなった。2010 年代前半に急減する前の漁獲量と比較すると、近年の漁獲量は依然とし

て少ない状況が続いている。（図 3、表 1）。 

総漁獲量の 4割以上は根室海峡の沿岸漁業で漁獲されている（図 4、表 1）。根室海峡に
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おける漁獲量（安全操業除く）は、1986～2010 年は 2,592～10,015 トンで増減しながら推

移したが、2011 年以降は急激に減少し、2016 年は過去最低の 84 トンとなった。その後は

増加に転じ、2020 年は 1,167 トンとなった。 

根室海峡における漁獲量を刺網漁船のトン数別および定置網での漁獲に分けると（図 5、

釧路水産試験場未発表資料）、さけ定置・小定置の漁獲量は、年ごとの増減はあるものの、

2014～2017 年は 1トン未満で推移し、2018 年以降は漸増傾向で、2020 年にさけ定置は 81

トン、小定置は 139 トンとなった。 

刺網では、どのトン数階層でも 2010 年前後で減少傾向へと転じ、2018 年以降漸増傾向

となった。2020 年の漁獲量は 2.99 トン以下の漁船で 35 トン、3～4.99 トンの漁船で 271ト

ン、5～9.99 トンの漁船で 58 トン、15～19.99 トンの漁船で 280 トンであった。なお、刺網

漁業では、複数の経営体でグループを作り、代表する 1隻が操業を行うブロック操業が 2002

年から行われているが、この操業形態での漁獲量の年変化も同様の推移を示し、2020 年は

242 トンであった。 

襟裳以西・道東における漁獲量は、2000 年代初期頃から減少傾向となり、2018 年以降は

増加傾向へ転じ、2020 年は襟裳以西で 682 トン、道東で 791 トンであった（図 4、表 1）。

両海域では 2020 年に沖底による漁獲が急増している。 

北方四島における沖底の漁獲量は、2006～2009 年は 200～250 トン程度で推移した（図

4、表 1）。2010 年に半減し、以後 100 トン以下で推移していたが、2015 年以降の漁獲量は

ない。 

 

（3）漁獲努力量 

羅臼漁協所属の刺網および定置網の漁業種別・漁船トン数階層別一日あたり出漁隻数を

示す（釧路水産試験場 未発表資料、図 6）。なお、刺網についてはのべ出漁隻数を出漁日

数で除したもの、さけ定置と小定置についてはのべ有漁出漁隻数をホッケ有漁の日数で除

したものを一日当たり出漁隻数としている。 

さけ定置・小定置の一日当たり出漁隻数は、ともに 2015～2017 年は横ばいで推移し、

2018 年以降 5 隻前後に増加した。刺網の漁船トン数階層別の一日あたり出漁隻数は、全て

の階層で若干の増減は見られるものの、2016 年まで減少傾向で推移し、近年は低い水準で

横ばいとなっている。 

北海道根拠の沖底の漁獲努力量として、1985 年以降のオッタートロールおよびかけまわ

しによるホッケ有漁の曳網回数（有漁網数）を算出した（図 7）。襟裳以西と道東とで傾向

が異なるが、近年は両海域共に 2013～2017 年に有漁網数が減少傾向にあったものが、2018

年に増加に転じている。北方四島では、2003 年に増加後 2009 年にかけて横ばいで推移し

たが、その後減少し、2015 年以降は操業が行われていない。 

 

4．資源の状態 

（1）資源評価の方法 

根室海峡および道東の漁場は北方四島周辺水域と接しているが、近年は北方四島におけ

る沖底での漁獲も行われておらず、これらの水域におけるホッケの分布に関する情報が入

手できない。また、根室海峡における刺し網や定置網の 2001 年以降の CPUE では、広範囲
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に分布するホッケの中長期的な資源状態を把握することは困難である。そのため、総漁獲

量の変動が中長期的に資源状態を反映していると仮定し、当該海域における過去 36 年間

（1985～2020 年）の漁獲量から資源水準を判断した（補足資料 1、図 8、表 1）。資源水準

を判断する際は、安全操業による漁獲量は計算から除外した（表 1、補足資料 3）。当該海

域の漁獲の大半を占める根室海峡における羅臼漁協所属の刺網の CPUE について、漁船の

トン数階層などを説明変数とする一般化線形モデルによる標準化を行い資源量指標値とし

（補足資料 4）、その直近 5 年間（2016～2020 年）の推移から資源動向を判断した（図 9、

表 2）。 

なお、資源動向の判断にあたり、羅臼漁協所属の定置網（さけ定置、小定置）および刺

網トン数階層別の努力量および漁獲量（釧路水産試験場 未発表資料）から算出した CPUE

（出漁隻数あたりの漁獲量、図 10）、太平洋側海域における北海道根拠の沖底漁業から得

られた CPUE（1網当たりの漁獲量）の情報（図 11、補足資料 2）についても参考情報とし

て用いた。定置網については月計漁獲量をのべホッケ有漁出漁隻数で除したものを CPUE

とした。刺網については月計漁獲量をのべ出漁隻数で除してトン数階層別に CPUE を算出

した。 

 

（2）資源量指標値の推移 

資源量指標値として用いた 2001 年以降の羅臼漁協所属の刺網の標準化 CPUE は、2006

年まで高く、2007 年に一旦減少したが、2009～2010 年に高い値を示した。その後は減少傾

向が続き、2016 年は過去最低となったが、2017 年以降は増加傾向にあり、2020 年は 2011

年並みとなった（表 2、図 9）。 

参考情報とした羅臼漁協所属の定置網（さけ定置と小定置）の CPUE は似た変動傾向を

示しており、2016 年に減少後、年による変動はあるが、増加傾向にある（図 10）。刺網ト

ン数階層別 CPUE はいずれのトン数階層の漁船でも 2007年前後に一旦減少した後増加し、

2009 年もしくは 2010 年に高い値を示した。その後は減少し、2018 年以降は全ての階層で

増加傾向にある（図 10）。太平洋側海域における北海道根拠の沖底船による各海域の 1 網

当たりの漁獲量（CPUE）には、長期的な増加あるいは減少といった明瞭な傾向は見られず、

1985 年以降増減を繰り返していた（図 11、補足資料 2）。2002～2004 年は、道東では大き

く増加したが、2005 年には再び以前と同じ水準に戻った。襟裳以西・道東海域では、2011

～2019 年は非常に低い値で推移していたが、2020 年に急増した。北方四島では 2006～2010

年にかけて高い値で推移していたが、2011 年に急激に減少した。2015 年以降は、操業が行

われていない。 

 

（3）漁獲物の体長組成 

北海道立総合研究機構（以下、道総研）により提供された 2009 年以降の羅臼地区におけ

る刺し網の春漁（1～7 月）および秋漁（8～12月）の漁獲物の年齢別体長組成を図 12に示

す（釧路水産試験場 2021）。春漁と秋漁で主体となる年齢が異なり、春漁では 2 歳（28～

35 cm程度）、秋漁は 1 歳魚（25～34 cm程度）が主体となっている。春漁では、2013 年と

2015 年に 1 歳魚（25～30 cm 程度）、2010～2017 年には 3歳以上（30 cm以上）も漁獲され

ていたが、2018～2020 年はほぼ 2 歳魚（28～37 cm程度）で占められていた。秋漁では、
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2011 年に 2歳魚以上の割合が多かった他は、1 歳魚主体となっている。2014 年以降は当該

海域の漁獲量が急減し、2015～2016 年は標本が得られない状況となった。秋漁での 1 歳魚

の体長範囲は 2017 年では 30～32 cmであったが、2018 年は 27～32 cm、2020 年は 25～32 

cm とやや小型の個体も多く漁獲された。 

 

（4）資源の水準・動向 

過去 36 年間（1985～2020年）の漁獲量（安全操業除く）の平均値（7,002 トン）を 50と

した場合の相対値を水準値として、35 未満を低位、35 以上 65 未満を中位、65 以上を高位

と設定した（図 8）。2020 年の水準値は 19 となり、資源水準は低位と判断した。直近 5 年

間（2016～2020 年）の標準化 CPUE 指標値は、2016 年の 0.07 から 2020 年は 0.72 と増加

した（表 2、図 9）。直近 5年で見ると資源動向は増加と判断される。ただし、2000 年代初

期と比較して低い値であることには注意を要する。動向判断の参考となる根室海峡におけ

る定置網 CPUE および刺網トン数階層別 CPUE は、2011 年以降大きく減少したが、2018～

2020 年にかけて漸増傾向にある（図 10）。太平洋海域の沖底の CPUE では、2020 年は高い

値を示している（図 11、補足資料 2）。 

 

5．2022年漁獲量の算定 

（1）資源評価のまとめ 

過去 36 年間の漁獲量の推移から資源水準は低位、直近 5 年間の資源量指標値（標準化

CPUE）の推移から動向は増加と判断した。参考となる根室海峡における定置網 CPUE や、

刺網トン数階層別 CPUE、および沖底の各海域における CPUE にも、同様の増加傾向が認

められた。 

当該資源の漁獲は沿岸漁業が主体であるため、来遊状況などにより漁獲量の変動傾向は

異なると考えられるが、近年の漁獲量の増減は広範囲で類似した傾向を示しており、およ

そ 2017 年にかけて減少したのち 2018 年以降に増加がみられる。根室海峡における資源量

指標値（標準化 CPUE）や、定置網 CPUE や刺網トン数階層別 CPUE についても 2016 年前

後に過去最低となったのち 2018 年以降増加傾向にある。このように、2018～2020 年には

全ての海域で漁獲量や CPUE が最低水準よりは高くなったものの、依然として資源水準は

低位で推移しており、必ずしも資源の状態が回復したとはいえないことに注意を要する。 

 

（2）2022年漁獲量（参考値）の算定 

本資源については、隣接水域との跨り資源のため情報が限られている。漁獲の主体をな

す根室海峡については隣接する北方四島海域との資源の往来が想定される。資源水準が低

位である現在、積極的な漁獲を避けるべきであると考えられるが、当該海域だけの管理で

は資源全体の回復を図ることは困難である。また、混獲による漁獲が存在し、海洋環境な

どで当該海域への来遊状況が年々変化すると想定されるなかで、管理上有効な ABC の精

度が確保できないと考えられる。よって、平成 28 年度より資源量指標値の変化傾向から計

算される漁獲量を ABC としてではなく、算定漁獲量として示している。算定漁獲量は資

源の状態に合わせた漁獲とし、資源評価に利用できる情報として羅臼の刺網の標準化

CPUE（表 2）をもとに「令和 3（2021）年度 ABC 算定のための基本規則」2-1)に従い、以
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下のように算定した。 

ABClimit =δ1×Ct×γ1 

ABCtarget= ABClimit×α 

γ1 = (1+k(b/I)) 

ここで、Ct は t年の漁獲量、δ1は資源水準に基づき決定される係数、k は係数、b と I は

それぞれ資源量指標値の傾きと平均値、α は安全率である。Ct については、2018～2020 年

の平均漁獲量（1,506 トン）を用いた。なお、Ct については、2018 年の漁獲量が急増した

ことに対応し、2019 年度より Cave3-yr を使用している。また、本資源の資源動向を示す指

標値として根室海峡における刺網の標準化 CPUE を用い、直近 3 年間（2018～2020 年）の

動向から b（0.11）と I（0.61）を定めた。k は標準値の 1.0 とした。δ1については Cave3-yr

を使用し低位水準の際の推奨値である 0.7 を用い、α は標準値の 0.8 とした。2022 年の算

定漁獲量は 2018 年以降の漁獲量の増加に伴い、大幅に増加した。 

 

管理基準 
Target/ 

Limit 

2022 年 

算定漁獲量*1（トン） 

漁獲割合 

（%） 
F 値 

0.7・Cave3-yr・1.18 

Target 990       － － 

Limit 1,240       － － 

*1 算定漁獲量の算出に用いた漁獲量には「安全操業」による漁獲を含まない（補足資料 3）。 

Limit は、管理基準の下で許容される最大レベルの漁獲量である。Targetは、資源変動の

可能性やデータ誤差に起因する評価の不確実性を考慮し、管理基準の下でより安定的な資

源の回復が期待される漁獲量である。Target= αLimit とし、係数 αには標準値 0.8を用いた。 

2022 年算定漁獲量は、10 トン未満を四捨五入して表示した。Cave3-yr は、2018～2020 年

の平均漁獲量（1,506 トン）である。 
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（3）算定漁獲量の再評価 

昨年度評価以降追加されたデータセット 修正・更新された数値 

2019 年漁獲量確定値 

2020 年漁獲量・努力量速報値 

2019 年漁獲量の確定値 

2020 年漁獲量・努力量の速報値 

年齢別体長組成 2020 年の羅臼地区における刺網の年齢別体

長組成（釧路水産試験場） 

 

評価対象年 

（当初・再評価） 
管理基準 F 値 

資源量 

（トン） 

算定漁獲量

limit（トン） 

算定漁獲量 

target（トン） 

漁獲量 

（トン） 

2020 年（当初） 0.7・Cave3-yr*1・1.93 － － 570 460  

2020 年 

（2020 年再評価） 
0.7・Cave3-yr*1・1.93 － － 570 460  

2020 年 

（2021 年再評価） 
0.7・Cave3-yr*1・1.93 － － 570 460 2,640 

2021 年（当初） 0.7・Cave3-yr*2・1.58 － － 770 610  

2021 年 

（2021 年再評価） 
0.7・Cave3-yr*2・1.58 － － 770 610  

算定漁獲量は 10 トン未満を四捨五入して表記した。 

*1 2020 年（当初）の Cave3-yr は 2016～2018 年の平均漁獲量（暫定値）、2020 年（2020 年

再評価）と 2020 年（2021 年再評価）の Cave3-yr は 2016～2018 年の平均漁獲量（確定

値）。 

*2 2021 年（当初）の Cave3-yr は 2017～2019 年の平均漁獲量（暫定値）、2021年（2021 年

再評価）の Cave3-yr は 2017～2019年の平均漁獲量（確定値）。 

 

算定漁獲量は ABC 算定のための基本規則 2-1)に基づき計算した。2020年（2021年再評価）

および 2021 年（2021 年再評価）の算定漁獲量に変更はない。 

 

6．その他の管理方策の提言 

ホッケ根室海峡・道東・日高・胆振は、広域にわたって分布・回遊し、漁獲の主体をな

す根室海峡については隣接する北方四島海域との資源の往来も想定され、当該海域だけの

管理では資源全体を管理することは困難であると考えられる。漁獲の主体は春季および秋

季の 1～2歳であり、北方四島から根室海峡の広域に分布する親魚のうち、一部が来遊して

いる可能性がある（星野ほか 2010）。2014 年以降漁獲量が急激に減少し、2018 年は 2014

年並に回復し、2020 年も増加したものの、資源量が継続して増加している状況とは考えに

くい。今後も漁獲努力量を抑える取り組みを進め、とりわけ未成熟の個体を産卵まで生残

させ、再生産に寄与させることが重要である。 
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図 1. 根室海峡・道東・日高・胆振海域におけるホッケの漁場（ホッケ研究グループ（1983）

を改変） 

 

 

 

図 2. 根室海峡で漁獲されるホッケの年齢と平均体長・体重の関係（八吹（1994）を改変）  
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図 3. 根室海峡・北方四島・道東・日高・胆振海域におけるホッケの漁獲量の推移 

 

 

 

 

図 4. 根室海峡・北方四島・道東・日高・胆振海域におけるホッケの海域別漁獲量の推移  
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図 5. 羅臼海域周辺における定置網（上図）および刺網（下図）によるホッケの漁業種類

別・漁船トン数階層別漁獲量の推移（釧路水産試験場未発表資料）  
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図 6. 羅臼海域周辺における定置網（上図）および刺網（下図）によるホッケの漁業種類

別・漁船トン数階層別一日当たり出漁隻数の推移（釧路水産試験場未発表資料）  
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図 7. 北海道根拠の沖底船によるホッケの海域別有漁漁獲努力量の推移 

 

 

 

図 8. 根室海峡・北方四島・道東・日高・胆振海域におけるホッケの資源水準値 

水準値は過去 36 年間（1985～2020年）の漁獲量の平均値を 50 とした相対値で、35 未

満を低位、35以上 65未満を中位、65以上を高位とした。計算の際、安全操業による

漁獲量は除いた。  
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図 9. 羅臼漁協所属の刺網標準化 CPUE 指標値の推移   
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図 10. 羅臼海域周辺における定置網（上図）および刺網（下図）によるホッケの漁業種類

別・漁船トン数階層別一隻あたり漁獲量（CPUE、kg/隻）の推移（釧路水産試験場未

発表資料） さけ定置・小定置は月計漁獲量をのべホッケ有漁出漁隻数で除した値、

刺網は月計漁獲量をのべ出漁隻数で除した値。  
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図 11. 北海道根拠の沖底船によるホッケの海域別 1網当たり漁獲量（CPUE、kg/網）の推

移  
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図 12. 羅臼地区の刺し網漁業で漁獲されたホッケの漁獲物の年齢別体長組成（釧路水産

試験場 2021） 

（漁獲物調査による銘柄毎の測定結果データおよび時期別銘柄別漁獲量により推定さ

れたもの（2015、2016、2019 年秋漁は標本なし）。）  
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表 2. 羅臼漁協所属刺網漁業のノミナル CPUE、標準化 CPUE、および両者を基準化した

値（平均値を 1 とした相対値） 

 

 

  

年

2001 232 110 1.47 1.96

2002 211 80 1.34 1.42

2003 203 84 1.28 1.50

2004 291 90 1.84 1.59

2005 317 99 2.00 1.75

2006 268 90 1.70 1.59

2007 145 48 0.92 0.86

2008 169 55 1.07 0.99

2009 292 112 1.85 1.98

2010 273 97 1.73 1.72

2011 125 42 0.79 0.74

2012 87 36 0.55 0.63

2013 122 39 0.77 0.69

2014 60 26 0.38 0.45

2015 12 6 0.08 0.10

2016 7 4 0.05 0.07

2017 21 7 0.14 0.12

2018 82 29 0.52 0.51

2019 125 33 0.79 0.59

2020 120 41 0.76 0.72
＊1　

2001～2020年の平均値でそれぞれの値を割ったもの。

ノミナル
CPUE(kg/隻)

標準化CPUE

（kg/隻）

ノミナル

CPUE
＊1

標準化

CPUE
＊1
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補足資料 1 資源評価の流れ 

使用したデータと、資源評価の関係を以下に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

補足資料 2 資源計算方法 

本評価においては、総漁獲量の大半が根室海峡の沿岸漁業によって占められていること

から、北海道太平洋側海域における沖底漁業から得られる漁獲努力量や CPUE などの情報

は参考程度にとどめている。補足資料として太平洋側海域における沖底漁業の動向を示し

た（年別・中海区別集計：補足表 2-1、日別・船別・漁区別集計：補足表 2-2）。 

  

2020 年までの資源量指標値 

漁獲量 

水準・動向判断 資源量指標値の傾き 

2022 年の算定漁獲量 
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補足資料 3 北方四島周辺水域における日本漁船の操業枠組み協定について 

1998 年より北方四島周辺水域における日本漁船の操業枠組み協定（通称 安全操業）が

開始されたことにより、根室海峡国後島側海域でもホッケの漁獲が行われるようになった。

生物学的には根室海峡知床半島側海域で漁獲されるものと同じと考えられるが、この漁獲

枠は別途日ロ間で決定され、かつ政治的な影響を受ける可能性がある。そのため、資源水

準の判断および算定漁獲量の計算の際は、安全操業による漁獲量を除外した。 

 

補足資料 4 羅臼漁協所属刺網漁業の CPUEの標準化について 

根室海峡における羅臼漁協所属刺網漁業の CPUE の標準化を行った。使用したデータに

は、2001～2020 年の羅臼漁協所属刺網漁業の月別・トン数階層別の漁獲量およびのべ出漁

隻数（0 データ除く）が記録されている。CPUE の対数値を応答変数、年（Year）、月（Month）、

漁船トン数階層（Vessel class）および専獲か否かを示す（Target）を説明変数（カテゴリカ

ル変数）とし、一般化線形モデルによって CPUE 標準化のための候補モデルを作成した。

なお、ゼロキャッチデータに対応するため、CPUE の最小値をすべての CPUE データに足

した（constant）。データの無い組み合わせが生じるため、交互作用は考慮しなかった。誤

差分布は正規分布に従うと仮定した。総当たり法により、ベイズ情報量規準を用いてモデ

ル選択した結果、下式が標準化モデルとして選択された。 

log (CPUE＋constant) = Year+ Month+ Vessel class 

上記の標準化モデルから年効果の最小二乗平均を計算し、年以外の効果を除去して標準

化 CPUE を推定した。ノミナル CPUE（標準化しない CPUE）と比較すると、2001～2003

年、2009 年には標準化 CPUE の方が若干高い傾向が見られ、2010 年以降には値、傾向とも

にほぼ一致している。2019 年はノミナル CPUE の方が若干高い傾向が見られたが、2020 年

はほぼ同じであった（表 2、補足図 4-1）。標準化 CPUE は、操業月、漁船のトン数の効果

が異なることの影響を統計学的に除去した値であるため、ノミナル CPUE より妥当な資源

量指標値である。 

 

補足図 4-1. 羅臼漁協所属の刺網標準化 CPUE 指標値の推移 
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